
※印は令和元年度実績

令和5年度目標値 策定当初 令和2年度実績 実績にかかる主な取組内容

豊中市 2.6%以上 2.78% 2.92%

教育委員会 法定雇用率以上 2.11% 1.75%

上下水道局 法定雇用率以上 2.75% 3.15%

市立豊中病院 法定雇用率以上 1.67% 2.37%

合算 2.6%以上 2.55% 2.67%

常勤職員 2倍以上 1倍 6.5倍

会計年度任用職員 2倍以上 1倍 1.3倍

②定着に関する目標 - - - ・障害の特性や本人の適性を踏まえた職場

配属を行いました。

・障害のある新規採用職員について面談を

実施し、職場環境の整備に向けた検討を行

いました。

・その他障害のある職員への相談を受け付

け、必要に応じて職場環境の整備に向けた

検討を行いました。

豊中市障害者活躍推進計画取組み内容

目標内容

・障害者を対象とした採用試験を実施し、

積極的な障害者雇用に努めました。

・受験要件にあった「豊中市内在住」を廃

止しました。

・常勤職員の採用試験における年齢要件を

引き上げました。

実雇用率

（令和2年4月時点法定雇

用率　2.5%）

身体障害者を対象とした

採用試験の募集人数にお

ける応募倍率

①採用に関する目標

不本意な離職者を極力生じさせない



※印は令和元年度実績

令和5年度目標値 策定当初 令和2年度実績 実績にかかる主な取組内容

豊中市障害者活躍推進計画取組み内容

目標内容

累計3名 - 0名※ ・所属課や本人と面談を行い、適正把握を

行いました。

200 件 - 193件※ ・安定した業務依頼があり、業務繁忙期に

は、依頼を調整する必要も生じました。

・スケジュールの調整や、納品前の確認も

知的障害のある人が自分たちで行うことが

できました。

④ 職場の障害者に対する理解促進に関する目標 1回以上実施 実施 実施 ・豊中市全機関の職員を対象に、障害者の

就労についての理解と認識を深めるための

研修を実施しました。

実習職場数 28 か所 (平成30 年度）

 23 か所

21か所※

実習人数 38 人 (平成30 年度）

30人

28人※

障害者就労施設等から

市が調達した物品の額

現水準以上 (平成30 年度）

3,007,435円

2,960,418円※

障害者就労施設等から

市が調達した役務の額

現水準以上 (平成30 年度）

29,115,783円

33,549,749円※

精神障害者チャレンジ雇用職員の民間企業等への就

業移行者数

知的障害者就労支援事務の従事業務件数

③キャリア形成に関する目標

・障害者施設等からの物品及び役務の調達

を推進することにより、障害者施設等で働

く障害のある人の経済基盤の安定につなげ

るようにしました。

・ホームページ以外でも市職員が調達内容

を確認できるように、庁内情報システム内

に調達内容一覧を掲載しました。

・実習生の受け入れが可能な職場で障害の

ある人が業務を体験する場を提供しまし

た。

・これまで受け入れのない職場でも受け入

れをしてもらえるよう事業の周知をしまし

た。

職場における障害者の理解研修会の実施

障害者優先調達推進法に

基づく調達指針の運用

障害者職場実習受け入れ⑤ 障害者の活躍の場の拡大推進に関する目標


